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チーム紹介

イカれたバンドメンバーを紹介するぜ卍

★ Gussy(Vo.)
★ K.K(Dr.)
★ Ryama(Ba.)
★ Kame(Gt.)
★ ni-yama(Gt.)
★ Koo(DJ)
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チーム紹介

★ 具志堅大輝(フロント&PO)
★ 兼島光平(バックエンド&SM)
★ 眞榮城隆守(バックエンド)
★ 亀沢佑一(フロント)
★ 新岡崚(フロント)
★ 福田光希(フロント)
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開発したプロダクトの紹介

プロダクト名：Hobby-com

キャッチフレーズ：

「人見知りのあなたも

　　　　　　　初対面から熱く語ろう」
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開発背景

にいおかくん(初対面)
となかよくなりたい!
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アプリ概要

自分の趣味や好きなことを登録しておき，話し

たい相手とリンクを交換することで共通点を検

出，また相手を知り，自分を知ってもらうことが

できる。
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使い方 1.登録しよう！
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使い方 2.リンクを交換しよう！
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使い方 3.一致した趣味で語ろう！

※ここから先は使ってみてください
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他サービスとの差異

人 → 趣味
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チーム開発のプロセス

期間

・10月〜12月

手法

・スクラム

・ペアプロ，モブプロ

・スプリント(1週間) ✕ 10
・毎週火曜日にデモの発表
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一週間のスプリント

火 水 木 金 土 日 月

デモ・レビュー
振り返り
バックログ見直し
タスク決め

個人作業＆進捗確認

モブプロ＆ペアプロ
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開発環境

フレームワーク

・Ruby on Rails
仮想化ツール

・Docker
バージョン管理

・Github
Deployサーバー

・heroku
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開発で役立ったツール・手法

タスク管理

・trello

連絡，コミュニケーション

・Slack,LINE,Discord

振り返り

・KPT
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大変だったこと

デザインの統一

・デザイン班4人

・宗教戦争が起こる

・意思決定が遅くなる

データベース

・中間テーブルの扱い

学業との両立

・夜遅くまで作業
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工夫したこと

認識のズレをなくす

・ペアプロ，モブプロ

・コミュニケーションツールを活用すること

・ミーティングに遅刻したら全員にアイス

出来るだけ正確な見積もりをする

・スプリントバックログを細かくする
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・テストの記述をおろそかにしたこと

・issuesの活用ができてない

・メンターとのコンタクト頻度

・遠隔プログラミングツールをみつける

・デザインは話し合って決めること

　　　　　　　　　　　(別々でやらない)

改善点
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enPiTを通しての学び

・ユーザーにとって何が大切かを見つけること

の重要性

・ユーザーレビューは大切

・会話の重要性(進捗など)
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URL

Github
https://github.com/RyumaRyama/Longinus

hobby-com
https://hobbycom.herokuapp.com

25

https://github.com/RyumaRyama/Longinus
https://hobbycom.herokuapp.com/


26


